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１．動機・目的 

私たち女子高生の仇、敵たる昆虫。それらを退治するクモは代表的な益虫であろう。諸説はあるが

クモは獲物がかかった時の振動を感じ取り、捕獲を行うといわれている。しかし、これを証明する研

究は未だ不十分である。 

私たちは今回、造網性のチュウガタシロカネグモについて調べた。そして、振動に対する反応の違

いを観察し、クモが振動によって獲物と外敵を判断するかどうかを明らかにすることを目的に、本研

究を行った。 

 

２．実験方法 

敵であるスズメバチの羽音の振動数に近い音叉

(128.00Hz) 

これを音叉①とする。獲物である蚊の羽音の振動数に近い 

音叉(493.88 Hz)これを音叉②とする(写真１）。              

左から音叉をたたく棒、音叉①、音叉②である。 

この二つの音叉を本校にいるチュウガタシロカネグモの巣

に当て、反応を見る。 

音叉をあてる際の注意点として、クモの頭から４cm離れた

ところに音叉をあてるようにした(写真２)。 

研究対象のクモは、チュウガタシロカネグモ(Leucauge blanda)である。チュウガタシロカネグモは

体長 10 mm程度の造網性のクモである。水平円網を形成する。過去に研究されたクサグモは、造網性

であるが棚網を形成する点で異なる(写真３) 

1個体につき各音叉を 10回ずつ当て、合計で 50個体に対して行った。 

写真４はクモの観察場所である。 

 

 

 

 

写真２  音叉を当てる位置      写真３  チュウガタシロカネグモ      写真４  観察場所 

 

 

 

①  ➁ 

写真１  使用した音叉 
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３．結果と考察 

 表１は音叉の種類と、反応の回数を示した。         

音叉①は表１より最も多く示した反応は「逃げ

る」反応であり、500回中 243回が「逃げる」反

応を示した。また、「近づく」反応は 18回だっ

た。 

 

音叉➁は表１より最も多く示した反応は「近づ

く」反応であり、500回中 247回が「近づく」反

応を示した。また、「逃げる」反応は 32回だっ

た。 

 

図１は各反応によるそれぞれの音叉の割合を示

したものである。これより、「近づく」反応は表

１より 265回あったが、そのうち音叉➁が 93.2％

を占めた。「逃げる」反応は表 1より、275回あ

ったがそのうち音叉①が 88.4％を占めた。「無反

応」については、ほとんど差がなかった。 

 

これらの結果から音叉①をスズメバチなどの外

敵と判断し、防衛反応である「逃げる」反応が増

えたと考えられる。また、音叉➁を蚊などの獲物

として判断し、捕獲しようと「近づく」反応が増

えたと考えられる。 

 

４．反省と課題 

本研究では２種類の振動数の音叉を使用し、振動に対する反応の違いを観察した。今後は、振動数

の種類を増やすことで、近づく振動数と離れる振動数の法則性について明らかにしたいと考えてい

る。また、天気、風速、風向などがクモの反応に影響を及ぼすかも明らかにしたい。 
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図１ 各反応によるそれぞれの音叉の割合(％) 

 

反応
音叉①

(128 Hz)

音叉②

(494 Hz)
合計

近づく 18 247 265

逃げる 243 32 275

無反応 239 221 460

合計 500 500 1000

表１ 実験結果          単位：

回 
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